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最近，環境汚染と関連して赤潮の発生を頻繁に見るようにな!J，その発生の機構をめ

くーって種々の角度からの研究が活発に行われつつある。ところで，この方面の研究を進

めるに際して困ることの一つに，赤潮の主要構成生物群である渦鞭藻類Dinofiagellates

の生物学一般について緩めた手頃な書揚がないということがある。ここに紹介する書物

の著者は，専門は禍鞭藻類の化石を中心とした微化石学，地層学等であるが，現生の渦

鞭藻類の文献にもよく目を通しており.本書の前半において渦鞭藻類の生態生殖，分

類などについて要領よく総説している。類書が少いだけにわれわれには便利な本である。

なお.後半は地層学や古生態学の記述に費されている。

(千原光雄)
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